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11月１日現在の人口●男1,721人●女1,754人●計 3,475人（前月比5）●転入11●転出6●出生1●死亡1●世帯数1,094（前月比4）

平成17年11月10日

月号

村
道
北
山
・
大
塩
線

上
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

樟
│
大
久
保
間

（
村
道
北
山
・
大
塩

線
）
に
お
い
て
上
下

水
道
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
一
部
片
側
交

互
通
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。
冬
期
間
に
か

け
て
の
工
事
と
な
り
、

ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

旧
大
塩
小
跡
地（
活
性
セ
ン
タ
ー
）の
桜

樹
勢
回
復
に
着
手

今
月
、
柏
木
城
入

口
駐
車
場
工
事
（
活

性
化
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
の
再
整
備
）
に
着

手
し
ま
し
た
。
舗
装

工
事
の
ほ
か
、
樹
木

医
に
よ
る
診
察
を
受

け
、
敷
地
内
の
桜
の

樹
勢
回
復
工
事
を
実

施
。
地
域
住
民
に
と

っ
て
思
い
出
深
い
大

切
な
桜
を
後
世
に
伝

え
ま
す
。



広報きたしおばら ②

平
成
17
年
度

上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

（
９
月
30
日
現
在
）

村
で
は
、
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
毎
年
２
回
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

10
月
号
で
は
、
平
成
16
年
度
の
各
会
計
の
予
算

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
平
成
17
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９

月
）
の
収
入
と
支
出
の
状
況
（
平
成
16
年
度
か
ら

の
繰
越
分
を
含
む
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

創
造
性
豊
か
な
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

拡
幅
さ
れ
、
歩
道
も
整
備
さ
れ
る
村
道
剣
ケ
峯
・
狐

鷹
森
線
改
良
工
事
（
一
般
会
計
・
土
木
費
）

歳入

村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

村 債

そ の 他

合 計

56,243

4,897

3,725

141,123

9,771

9,983

6,353

10,627

42,590

15,274

300,586

31,878

1,675

1,994

105,159

914

1,400

0

12,376

0

4,520

159,916

56.7％

34.2％

53.5％

74.5％

9.4％

14.0％

0.0％

116.5％

0.0％

29.6％

53.2％

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

合 計

5,834

63,671

24,973

35,498

23,361

12,753

23,849

12,163

21,857

2,188

73,733

706

300,586

2,761

28,025

6,897

5,636

6,100

8,726

3,891

6,971

9,485

173

34,274

0

112,939

47.3％

44.0％

27.6％

15.9％

26.1％

68.4％

16.3％

57.3％

43.4％

7.9％

46.5％

0.0％

37.6％

予算総額 収入済額 収入率 歳出 予算総額 支出済額 執行率

一　般　会　計
（単位；万円）

特　別　会　計
（単位；万円）

会計区分

国 民 健 康 保 健 事 業 費 30,965

20,590

52,500

68,762

5,998

201

17,966

196,982

11,288

3,120

20,619

4,524

294

45

7,316

47,206

36.5％

15.2％

39.3％

6.6％

4.9％

22.4％

40.7％

24.0％

14,619

4,119

21,401

17,885

3,779

73

7,357

69,233

47.2％

20.0％

40.8％

26.0％

63.0％

36.3％

40.9％

35.1％

簡 易 水 道 事 業 費

老 人 保 健

特定環境保全下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

簡 易 排 水 施 設 事 業

介 護 保 険 事 業

合 計

予算総額
歳入 歳出

収入済額 支出済額収入率 執行率

▲健康づくりを目的とした料理教
室など各種講座を開催

（一般会計・衛生費）



③ 広報きたしおばら

平成18年４月から介護保険が変わります①
～ 介護を予防するサービスが始まります ～

介護保険がスタートしてから５年が経過し、制度自体は定着しましたが、利用者の増加とともに費用負担も年々
増加しています。
今後の超高齢社会に備えて、介護や支援を必要とする方を減らし、元気な方を増やしていくために、介護を「予
防」する新たな介護保険が、平成18年４月から実施されることになりました。
今回よりシリーズで新たな介護保険のしくみを紹介します。

65歳以上の方5 （特定の疾病がある40～64歳の方も対象となります）

ケアプランの作成

（介護を必要としない方）（介護を必 （介護が必要な方）（介護が必要な方）

認定とならなかっっ
た方（非該当）

村が行う介護予防
サービスを利用する
ことができます

新たな介護予防
サービスを利用
することができます

現在の介護サービス
を利用することが
できます

各種相談や介護予防
などのサービスを利用
することができます

は、現在のサービスとなります。は、現在のサービ なります。
は、新たに導入される制度となります。

村及び村が設置
するセンターで
プランを作成
します

要介護者が
希望する事業所
でプランを
作成します

健康診断
などによる
介護予防調査

要介護認定
（約１ケ月くらいかかります）

介護や支援が必要と
なるおそれのある方

支援が必要とされる方
（要支援１・２）））

介護が必要とされる方
（要介護１～５）

自立した生活が
送れる方

※１

※２

※１「要支援１・２」とは、新たな制度で導入される要介護度となります。
※２『センター」とは、村が設置して新たなサービスを提供するセンターとなります。



広報きたしおばら ④

村
と
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
『
第
15
回
子
ど
も
の

主
張
大
会
』
が
10
月
４
日
、
北
山
小
学
校
に
て
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
夢
や
希
望
を
抱
く
各
小
中
学
校
の
代

表
者
10
人
が
、
日
頃
感
じ
た
こ
と
、
心
に
と
ま
っ
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。（
発
表
者
と
題
名
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
）

☆
武
藤
香
（
第
一
中
３
年
）『
も
っ
と
心
の
会
話
を
』
☆

関
本
愛
（
大
塩
小
６
年
）『
家
族
と
は
』
☆
黒
澤
春
世

（
裏
磐
梯
小
６
年
）『
わ
た
し
の
大
切
な
も
の
』
☆
五
十

嵐
悠
（
北
山
小
６
年
）『
や
れ
ば
で
き
る
』
☆
東
城
裕
介

（
裏
磐
梯
中
３
年
）『
異
常
気
象
か
ら
裏
磐
梯
を
見
る
と
』

☆
高
橋
里
穂

（
大
塩
小
６
年
）

『
大
塩
、
大
好
き
』

☆
宮
脇
夏
海

（
裏
磐
梯
小
５

年
）『
リ
サ
イ
ク

ル
＆
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
』
☆

小
枝
樹
里
（
北

山
小
５
年
）『
友

達
を
大
切
に
』

☆
小
椋
由
香

（
裏
磐
梯
中
３

年
）『
少
年
犯
罪

は
本
当
に
増
え

て
い
る
の
か
』

☆
五
十
嵐
三
和

（
第
一
中
３
年
）

『
言
葉
の
力
』

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
会
が
10
月
24
日
、
役
場
に
お
い
て

開
か
れ
、
新
理
事
長
に
阿
部
勝
美
氏

（
大
塩
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
啓

発
促
進
月
間

（
10
月
）」
に
ち

な
み
、
同
セ
ン

タ
ー
役
員
に
よ

る
啓
発
活
動
が
同
日
、
北
山
地
区
に

お
い
て
行
わ
れ
、
街
頭
や
各
戸
に
お

い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
新

規
会
員
の
勧
誘
や
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
セ
ン
タ

ー
の
役
割
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
を
祝
う
村

敬
老
会
が
９
月
28
日
、
291
人
の
方
々

の
出
席
の
下
、
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

満
80
歳
を
迎
え
ら
れ
た
39
人
を
代

表
し
て
、
武
藤
ハ
ル
子
さ
ん
（
北
山
）

に
紫
座
布
団
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
福

島
民
報
社
と
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
に
よ
る
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表

彰
が
行
わ
れ
、
７
組
の
ご
夫
婦
を
代

表
し
て
、
千
葉
長
治
さ
ん
・
達
子
さ

ん
ご
夫
妻
（
谷
地
）
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
大
塩
幼
稚
園
児
に
よ

る
お
遊
戯
の
披
露
や
各
地
区
対
抗
に

よ
る
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

都
合
に
よ
り
出
席
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
方
に
は
、
後
日
、
記
念

品
を
贈
り
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。

新
理
事
長
に
阿
部
勝
美
氏

北
塩
原
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〜
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
〜

祝
　
敬
老
会

▲金婚夫婦表彰を受ける千葉さんご夫婦

街頭で啓発活動を
行う役員の皆さん

▲阿部勝美氏

新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
１
年
を
迎
え
た
10
月

23
日
、
小
千
谷
市
で
「
小
千
谷
市
復
興
祈
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
、
村
民
を
代
表
し
て
高
橋
村
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
救
援
物
資
や
救
援
金
の

ほ
か
、
職
員
２
人
の
半
年
間
長
期
派
遣
な
ど
か
ら

同
市
関
広
一
市
長
よ
り
招
か
れ
た
も
の
で
、
地
震

の
起
き
た
同
時
刻
（
午
後
５
時
56
分
）
に
出
席
者

一
同
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

ま
た
同
市
で
は
10
月
25
日
、
関
市
長
の
呼
び
掛

け
に
よ
り
、
地
震
で
得
た
教
訓
を
全
国
の
自
治
体

間
で
共
有
す
る
組
織
「
中
越
大
震
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
お
ぢ
や
」
の
設
立
準
備
会
が
国
・
新
潟
県
、
本

村
を
含
む
全
国
51
市
町
村
の
職
員
出
席
の
下
に
開

か
れ
、
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
活
動
や
被
災
地

へ
の
経
験
者
派
遣
調
整
な
ど
に
取
り
組
む
組
織
と

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

会
議
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
村
の
渡
部
大
志
技
査
（
産
業

政
策
課
）
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
出

席
し
、
長
期
派
遣

で
の
経
験
を
語
る

な
ど
、
県
や
市
町

村
の
枠
組
み
を
越

え
た
支
援
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

災
害
時
の
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
準
備
会
に
村
職
員
出
席

▲パネルディスカッションの様子
左から３人目が村職員渡部技査



⑤ 広報きたしおばら

☆材料　４人分
しらす干し ………………10ｇ
かぼちゃ………………小1/2個
砂糖…………………………少々
春巻きの皮…………………４枚
薄力粉………………………適宜
揚げ油………………………適宜かぼちゃは２㎝角に切

り煮ます。やわらかく
なったら水気をきり、か
ぼちゃをつぶします。甘
さをみながら砂糖を熱
いうちに加えて混ぜ合
わせます。

point1

point2

☆砂糖の分量は、お好み
で調節しましょう。か
ぼちゃの替わりにさつ
ま芋などでもよいでし
ょう。

☆中に巻く具の量が多す
ぎると、揚げている時
に中身が出てきてしま
すので注意しましょう。

しらす干しは熱湯をか
け、水気をよくきりま
す。

春巻きの皮を４等分に
切り、１枚に を大さ
じ１程度のせて包みま
す。巻き終わりに水溶
き薄力粉を塗りとめま
す。残りも同様に作り
ます。

揚げ油を熱し、皮
がカリッときつね
色になるまで揚げ
ます。

のかぼちゃが冷
めたら のしらす
干しを加えて混ぜ
ます。

■問い合わせ先
南東北裏磐梯診療所　 32－２００９

風邪・インフルエンザは、
日ごろから予防対策を！

インフルエンザはただの風邪とは違います。
全身症状を伴うインフルエンザは、特に抵抗力の弱い高齢

者や子どもなどで重症となります。風邪とインフルエンザの
特徴を踏まえ、日ごろから予防対策をとりましょう。

風　　　邪 インフルエンザ

症
状
鼻汁、のどの痛み、咳、発熱、
頭痛、くしゃみ

突然の高熱（39度前後）、悪
寒、関節痛、筋肉痛、だるさ
などの全身症状

予
　
防

手洗い・うがいをまめにする
できるだけ人混みを避ける
適度な湿度を保つ

手洗い・うがいをまめにする
できるだけ人混みを避ける
適度な湿度を保つ
流行前に予防接種

治
　
療
十分な睡眠と休養をとる

発症後48時間以内であれば、
抗ウィルス薬が効果的
風邪同様安静にして休養をと
る

10
月
25
日
、
釣
り
プ
ロ
の
本
山
博
之

氏
よ
り
52
万
２
千
７
２
２
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
本
山
氏
が
呼
び
掛
け
開

催
し
た
桧
原
湖
の
環
境
美
化
活
動
と
併

せ
て
行
っ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売
上
金

の
全
額
で
、
同
氏
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

協
力
し
た
目
黒
善
一
裏
磐
梯
遊
漁
観
光

組
合
長
と
佐
藤
正
村
商
工
会
青
年
部
長

と
と
も
に
来
庁
。「
関
東
圏
か
ら
も
多

数
の
参
加
が
あ
っ
た
。
裏
磐
梯
を
愛
す

る
釣
り
人
一
同
の
善
意
で
す
」
な
ど
と

話
し
、
高
橋
村
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

村
で
は
こ
の
寄
付
金
を
、
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
環
境
保
全
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～ 環境保全に役立てて ～

釣りプロ本山博之氏
52万2,722円を村に寄付

▲本山さん（右端）とイベント開催に協
力した佐藤正さん（左端）、目黒善一
さん（左から二人目）

◆村指定の高齢者（65歳以上）インフルエンザ予防
接種 「1,000円（税込）」も行えます。
65歳未満の方は 「3,150円（税込）」です。

食生活改善推進員会主催

場所：村保健センター



広報きたしおばら ⑥

裏
磐
梯
・
桧
原
の
母
親
友
の
会
と
公
民
館
に
よ
る
家
庭
教

育
支
援
推
進
事
業
が
10
月
２
日
、
桧
原
歴
史
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
同
会
の
親
子
33
人
が
赤
べ
こ
の
絵
付
け
や
語
り
部

に
よ
る
民
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

赤
べ
こ
の
絵
付
け
で
は
松
田
純
子
さ
ん
（
剣
ケ
峯
）
か
ら

赤
べ
こ
の
由
来
や
描
き
方

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
親

子
た
ち
は
、
思
い
思
い
に

絵
付
け
を
行
っ
た
ほ
か
、

山
内
ア
イ
子
さ
ん
（
喜
多

方
市
）
に
よ
る
会
津
の
昔

話
や
民
話
に
耳
を
傾
け
、

話
し
に
込
め
ら
れ
た
先
人

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
会
津
弁

の
温
か
さ
に
触
れ
て
い
ま

し
た
。

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ク
ー
ル
が
10
月
１
日
、
い
こ
い
の
森
グ
リ
ー
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
秋
の
お
楽
し
み

会
」
と
題
し
た
今
回
は
村
内
の
小
学
生
22
人
が
参
加
。
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
材
料
を
切
り
な
が
ら
も
、
大
鍋
で
本
格

的
な
と
ん
汁
を
作
っ
た
ほ
か
、
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
を
作
り
、

高
さ
や
飛
距
離
を
競
い

合
う
な
ど
し
て
遊
び
ま

し
た
。

最
後
に
は
、
み
ん
な

で
作
っ
た
あ
つ
あ
つ
の

と
ん
汁
を
食
べ
、
交
流

を
深
め
合
う
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
、
お
腹
も

心
も
大
満
足
の
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

▲うまく切れるかな？

北
塩
原
村
長
杯
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
10
月
10
日
（
体

育
の
日
）、
い
こ
い
の
森
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
少
し
肌
寒
い
天
候
の

中
、
高
校
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
71

人
の
参
加
者
は
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ

な
い
熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
高
校
生
な
ど
は

ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
も
活
躍
。
朝
早
く
か
ら

コ
ー
ス
設
置
や
ス
コ
ア
ー
記
入
、
後

片
付
け
な
ど
一
生
懸
命
に
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

《
結
　
果
》

☆
団
体
の
部

優
　
勝

松
陽
台
Ａ

小
野
　
　
明
・
平
野
　
　
進

浅
野
　
　
到
・
小
川
　
幸
夫

準
優
勝

１
０
１
０
２
バ
ン
ジ
ー

中
川
　
祐
希
・
遠
藤
　
俊
郎

清
野
　
拓
也
・
高
橋
　
伸
宏

第
３
位

ア
マ
ゾ
ン

五
十
嵐
悠
平
・
五
十
嵐
康
彰

高
橋
　
直
樹
・
矢
吹
　
竜
也

☆
個
人
の
部

優
　
勝

小
川
　
幸
夫

（
松
陽
台
Ａ
）

準
優
勝

矢
吹
　
竜
也

（
ア
マ
ゾ
ン
）

第
３
位

斎
藤
　
鉄
雄

（
大
塩
長
寿
会
）

高
校
生
ス
タ
ッ
フ
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

第
５
回
北
塩
原
村
長
杯

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲ボランティアで協力してくれた高校生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
イ
エ
イ
ピ
ー

（
会
津
若
松
市
）
を
招
い
て
の
音

楽
鑑
賞
会
が
10
月
13
日
、
裏
磐

梯
小
体
育
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
村
内
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
約
２
０
０
人
は
、
美
し

い
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
と

歌
声
が

奏
で
る

日
本
の

名
曲
に

聞
き
入

り
ま
し

た
。

学
社
連
携
融
合
事
業

平成17年10月26日付村職員人事異動

職員氏名

佐藤　主善

星　　源嗣

高橋　光秋

山野辺　学

大塚　　修

新（異動先） 旧

所属

財務政策課

財務政策課

産業政策課付
農業委員会

財務政策課

企画政策課

職名

課長兼税務班長

主幹兼
特別徴収対策専門班長
主幹兼
農業委員会書記

主事

主事

財務政策課

財務政策課

財務政策課

企画政策課

産業政策課付
農業委員会

課長

主幹兼
税務班長
主幹兼
特別徴収対策専門班長

主事

主事兼
農業委員会書記

所属 職名

▲作品を持ってポーズ
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北
山
　
　
武
藤
敏
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

北
山
　
　
吉
川
一
子

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

剣
ケ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

曽
原
　
　
和
田
　
　

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

千
葉
達
子

中
川
意
子

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

11
月
24
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

24
・
４
９
１
１

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
健
康
保
険
税

４
期
分

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

４
期
分

上
下
水
道
使
用
料

10
月
分

国
民
年
金

11
月
分

所
得
税
予
定
納
税

２
期
分

個
人
事
業
税

２
期
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

伊
藤
　
希
天

の

あ

哲
也

早
稲
沢

（
男
・

）

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
性
別
・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
17
年
10
月
１
日
〜

10
月
31
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

金
子
　
耕
一
（
明
弘
・
父
）
松
陽
台

休日当番医

あきもと整形外科クリニック… 2 1 - 1 5 1 5

渡邉小児科医院…… 2 2 - 3 1 3 3

いとう眼科………… 2 2 - 5 9 0 0
猪俣医院…………… 2 2 - 0 2 6 4
入澤病院…………… 2 2 - 0 2 6 7

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 2 2 - 2 1 8 1
小 野 病 院………… 2 2 - 0 4 1 4
鳴瀬病院…………… 2 4 - 3 3 3 3
有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1
佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

平成17年度北塩原村消防団
秋季検閲　表彰者

【
伝
　
　
　
達
】

■
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

栗
村
次
夫
（
前
団
長
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

小
椋
恒
男
（
分
団
長
）

■
福
島
県
消
防
表
彰

永
年
勤
続
章

遠
藤
利
美
（
副
分
団
長
）、
佐
藤
清

廣
（
団
員
）

■
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

精
勤
章

鈴
木
万
寿
男
（
副
分
団
長
）、
加
勢
良
信

（
同
）

勤
続
章

遠
藤
耕
二
（
部
長
）、
佐
藤
望
巳
（
班

長
）、
五
十
嵐
善
清
（
同
）、
佐
藤
幸
一
（
同
）、
相

楽
孝
（
団
員
）

■
福
島
県
消
防
協
会
喜
多
方
支
部
定
例
表
彰

功
績
章

佐
藤
暢
（
部
長
）、
大
橋
健
一
（
副
分
団

長
）

精
勤
章

中
川
浩
（
副
分
団
長
）、
奥
川
維
之
（
班

長
）、
高
畑
忠
弘
（
同
）

永
年
勤
続
章

渡
部
武
弘
（
班
長
）、

大
竹
正
幸

（
同
）、
大
竹
文
夫
（
同
）、
五
十
嵐
廣
志
（
団
員
）、

佐
藤
進
次
（
同
）、
星
俊
雄
（
同
）

【
表
　
　
　
彰
】

■
北
塩
原
村
消
防
団
優
良
団
員
表
彰

第
一
分
団

中
川
浩
（
副
分
団
長
）、
佐
藤
善
伸

（
班
長
）、
矢
吹
亨
（
同
）、
東
條
賢
治
（
同
）、
星

俊
雄
（
団
員
）、
前
後
健
二
（
同
）

第
二
分
団

渡
部
浩
（
班
長
）、
赤
城
直
美
（
団

員
）、
斎
藤
榮
二
（
同
）、
五
十
嵐
修
司
（
同
）

【
感
謝
状
贈
呈
】

■
退
職
婦
人
消
防
隊
長
・
副
隊
長
感
謝
状
贈
呈

北
山
婦
人
消
防
隊

菊
地
美
恵
子
（
隊
長
）、
岩
渕

カ
ヨ
子
（
副
隊
長
）、
中
野
ひ
と
み
（
副
隊
長
）

桧
原
婦
人
消
防
隊

伊
藤
き
よ
（
隊
長
）、
伊
藤
晴

美
（
副
隊
長
）、
佐
藤
文
子
（
副
隊
長
）

裏
磐
梯
婦
人
消
防
隊

高
橋
英
子
（
隊
長
）、
菅
野

ヤ
ヨ
イ
（
副
隊
長
）、
佐
藤
え
り
子
（
副
隊
長
）
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２
年
前
に
韓
国
か
ら
来
日
し
、
曽
原

に
お
住
ま
い
の
大
橋
健
一
さ
ん
と
ご
結

婚
さ
れ
た
奈
奈
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
な

笑
顔
が
印
象
的
な
女
性
。
日
本
語
が
と

て
も
上
手
で
、
婚
約
し
て
約
半
年
後
に

自
動
車
免
許
を
取
得
す
る
な
ど
、
以
前

か
ら
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
の
か
と
思

う
ほ
ど
。

そ
ん
な
奈
奈
さ
ん
、「
全
く
日
本
語
が

分
か
ら
ず
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
周
り

が
見
え
な
く
な
っ
た
。
自
動
車
学
校
で

は
先
生
が
話
し
て
い
る
こ
と
が
全
然
分

か
ら
ず
、
教
室
で
大
泣
き
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

つ
ら
い
と
き
に
支
え
て
く
れ
た
の
が
今

の
ご
家
族
だ
っ
た
と
目
を
潤
ま
せ
な
が

ら
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
作
る
の
が
好
き
」
と
話
す
奈
奈
さ
ん
。

昨
年
か
ら
は
裏
磐
梯
の
大
型
ホ
テ
ル
の

社
員
食
堂
で
働
き
、
家
庭
的
な
温
か
み

の
あ
る
料
理
が
社
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

意
外
に
も
、
料
理
を
す
る
機
会
が
増

え
た
の
も
日
本
に
来
て
か
ら
だ
そ
う
で
、

「
み
ん
な
に
『
お
い
し
い
よ
』
と
言
わ
れ

た
く
て
。
そ
う
思
い
な
が
ら
作
る
の
が

と
て
も
楽
し
い
し
」
と
奈
奈
さ
ん
。
そ

ん
な
思
い
が
料
理
を
一
層
お
い
し
く
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

数
あ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
で
、
健

一
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
キ

ム
チ
。「
本
当
に
う
ま
い
ん
だ
よ
」
と
太

鼓
判
を
押
す
ほ
ど
。
自
宅
前
の
畑
で
奈

奈
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
丹
精
し
て
育
て

た
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
風
味
と
辛
味
、
そ
し

て
奈
奈
さ
ん
の
愛
情
が
じ
っ
く
り
と
漬

け
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
奈

奈
さ
ん
に
、
休
日
の
過
ご
し

方
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
家
族

と
一
緒
に
い
る
こ
と
が
多
い

か
な
。
出
か
け
る
と
き
も
家

族
い
っ
し
ょ
。
と
て
も
楽
し

い
し
、
と
て
も
幸
せ
。
そ
れ

に
幸
せ
を
独
り
占
め
に
し
た

く
は
な
い
し
」

幸
せ
は
み

ん
な
で
分
か
ち
合
い
た
い

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
古
き
良
き

日
本
人
の
心
を
持
つ
優
し
い

奈
奈
さ
ん
で
し
た
。

第56回

【
な
が
い
き
く
ら
ぶ
】

★
日
　
時：

11
月
18
日
（
金
）

10
時
30
分
〜
14
時

場
　
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

講
　
師：

指
圧
指
導
講
師
　

三
橋
　
邦
子
氏

内
　
容：

家
庭
で
で
き
る
簡
単
ツ
ボ
押

し
で
病
気
知
ら
ず

持
ち
物：

入
館
料
１
０
０
円

タ
オ
ル

お
弁
当
代
５
０
０
円
（
希
望

者
の
み
）

＊
公
民
館
事
業
「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
閉
講
式
」

と
合
同
で
す
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
幸
サ
ロ
ン
】

★
日
　
時：

11
月
25
日
（
金
）

10
時
〜
13
時

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

村
食
生
活
改
善
推
進
員
が
身

体
に
い
い
食
生
活
の
話
と
調

理
実
習
を
分
か
り
や
す
く
指

導
し
ま
す
。

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
手

拭
き
、
筆
記
用
具

【
み
ん
な
の
保
健
室
】

★
日
　
時：

12
月
２
日（
金
）・
13
日（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

内
　
容：

血
圧
測
定
、
骨
量
測
定
、
体

脂
肪
測
定
な
ど

【
裏
磐
梯
学
】

★
日
　
時：

11
月
16
日
（
水
）

「
郷
土
の
料
理
」

11
時
〜
14
時

「
木
地
師
と
熊
撃
ち
」

14
時
〜
16
時
30
分

講
　
師：

大
竹
　
　
繁
氏
　

小
椋
　
恒
男
氏

場
　
所：

桧
原
集
会
所
（
自
然
環
境
活

用
セ
ン
タ
ー
か
ら
変
更
と
な

り
ま
し
た
）

＊
カ
レ
ッ
ジ
裏
磐
梯
学
地
域
講
座
「
桧
原

探
検
隊
」
が
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

【
育
成
学
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
学
」】

★
日
　
時：

11
月
17
日
（
木
）

13
時
〜
17
時

講
　
師：

ピ
ッ
キ
オ
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ

フ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

桑
田
慎
也
氏

場
　
所：

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

【
平
成
17
年
度
裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

カ
レ
ッ
ジ
修
了
記
念
基
調
講
演
＆
修
了
式
】

★
日
　
時：

12
月
14
日（
水
）

13
時
〜
17
時

場
　
所：

休
暇
村
磐
梯
高
原
多
目
的
ホ

ー
ル

基
調
講
演

講
　
師：

VENTENT

VENVEN

T

VENTVE

VENTEVE

～幸せはみんなで分かち合いたい～
大橋　奈奈さん（曽原）

▲天日に干され真っ赤になったトウガラシを手に
する奈奈さんと健一さん

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ


